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Ⅰ．はじめに

我が国で特許権が保護される態様は､発明（特許）を特許登録するか、或いは技術保有企業が
営業秘密などを自社管理するかの何れかであるが、国家単位として軍事秘密等の管理上で重要な
技術については、その海外流出を防止する策がない。
本稿では、最近「秘密特許」と呼ばれる特許出願しても情報を公開しない取組み並びに見直し
論が我が国で議論されているが、それら取組みの成立の経緯、その後の経緯等の現状を分析する
ことでその見直し論の議論を行うものである。


